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(第３報

からみた住み方に関する研究

　「衣生活と住み方」の実態と意識）

((社)日本家政学会

　　　　　　　奈良女大家政○今井範子　中村久美余財章子　　　‥　－‥
　目的：第３報では，着衣服の状態と住空間とを対応づけることで，公私の領域を明らか

にする．日本の一般住宅ではねまき姿のみならず，下着や上半身裸姿までも公室に及んで

いることを先行調査において明らかにしたが，浴室を私室側に配置した「欧米的」平面を

持つ住宅ではどうか．さらに私室側における着衣の状況を明らかにする．

　方法：第1, 2報に同じ．

　結果：公室でのねまき姿は８割を超え，一般住宅より若干少ないものの，ねまき姿の領

域が公室空間に及ぶ状況にかわりはない．さらに下着姿，上半身裸姿は，一般住宅よりか

なり少ないものの，それでも３～４割みられる．ねまき姿に対する意識をみると公室での

ねまき姿は少々見苦しいとする者が若干多いものの，それほど差は見られず，またどんな

恰好でもかまわないとするものも２割程度あり，「衣姿」に対する寛容さは，平面に影響

されず日本的特徴と言える．一方，私室側での「衣姿」みると, 6割以上が下着姿や上半

身裸姿で寝室一浴室を行き来しており，意識のうえでもその気楽さを評価している．ただ

しアクセス別にみると，私室アクセス型では下着姿や上半身裸姿で寝室まわりをうろうろ

する者が公室アクセス型に比べて少なく，意識においても，「多少気を使う」「浴室が公

室側にある場合と気持ちのうえで何ら変わりない」とする者の割合が多い．玄関一戸外と

接する緊張感によるものと考えられる．最後に公私の区別の明確な住宅に住んで，住生活

上，公私のけじめを意識するものは３割にすぎず，日本住居特有のあいまいな公私領域を

意識の上でも裏付けている．

2 la- 4 集合住宅入居者の食生活スタイルと住意識について

　　　　○聖徳学園女短大　新田米子　甲子園短大（非）渥美正子

　　　　　愛知淑徳短大　佐藤芳美

　目白勺　　日々の生活の基本となる食生活に着目し、集合住宅入居者の食生活スタイ

ルの類型化を試み、それらスタイルと間取りの志向、住生活意識との関連を明らかにする。

　方i^　　名古屋市および同市近郊に立地する民間分譲集合住宅（2団地）の入居者

を対象とし、アンケート留置自記法（一部郵送回収）による調査を、1992年11月21日～29

日に実施。調査票の回収数は198、回収率67.6%であった。

　糸吉芽を　　①入居者の食生活スタイルは、食生活に関する20項目の意識（4段階評価

）をもとに、数量化Ⅲ類により分析の結果、Ａ＜食生活・社交積極型＞（28･33!）、Ｂ＜食

事手作り型＞（23･0%）、Ｃ＜食生活・社交消極型＞（21･53!）、Ｄ＜食事簡便型＞（27･2%）の4

つのタイプが抽出された。②間取り（L.D.Kの構成）の志向は、全体で、「K独立対面型」

　が60%で最も高く、ついで「K独立型」26%となる。これを4つのタイプで比較すると、Ａ

、Bタイプは「対面型」志向がとくに高まる傾向がみられ、各々61･n､70･nを占める。

L.D.K構成の志向の理由についても各タイプごとの特徴が認められる。③接客頻度・様式

をタイプ別にみると、Ａ、Dタイプは接客頻度が高い。親しい客のもてなし方は、Ａは「

家族が使用する食卓で」（63･0%）であるのに対し、Ｄは「食卓で」（44･2%）と「ソファー

等で」（34･6^）とに２分され、２者間に接客様式の違lいがみられる。④居室に和室を１室

以上希望する者は、どのタイプも8割前後を占めるが、「２室以上」希望する者は、Ｃ、

Dタイプに若干多くなるのが特徴である。
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